
秋吉　菜の花街道

第 115 回能登杜氏組合自醸清酒品評会

精込めた酒持ち寄る
　能登杜氏が日本酒の出来映えを競う品評会が 4 月 24
日、25 日に開催されました。今年も北陸三県を中心に
15 府県の酒蔵で能登杜氏 63 人が、丹精込めて醸造した
吟醸酒 122 点、普通酒 76 点が出品されました。

・受賞者
（吟醸酒の部）　能登町議会議長賞　又木一彦（白丸）
（普通酒の部）　輪島税務署長賞　四家　裕（藤ノ瀬）、

石川県酒造組合連合会長賞　西尾幸弘（内浦長尾）　

色いじゅうたんをみんなでかけっこ
　町特産品であるブルーベリーをふんだんに使ったレ
トルトカレー「奥能登プレミアム能登町ブルーベリー
カレー」が完成し、4 月 23 日お披露目が行われました。
　商品開発に携わったのは、輪島市の「株式会社奥能
登元気プロジェクト」と町内のブルーベリー農家「ひ
らみゆき農園」です。カレーには規格外品の果実が使
われており、果実をカレーに活用することで、農家の
収益増加が期待されます。

元特産品を使って開発
奥能登プレミアム能登町ブルーベリーカレー

06

完成した
ブルーベリーカレー

菜
の
花
畑
を
自
由
に
か
け
回
る

小木小　人権の花贈呈式

第18次インドネシア人漁業実習生歓迎会

　小木のイカ釣り漁船などに乗船し、3 年間の漁業実
習に取り組むインドネシア人漁業実習生 25 人の歓迎
会が 4 月 16 日、県漁協小木支所で開かれました。
　県漁業協同組合の笹原丈光代表理事組合長が「日
本を第二の祖国と思って、仲間と力を合わせ実習に
励んでください」と激励の言葉を送りました。
　実習生は県漁協小木支所で座学や実技などの研修
を経て、6 月には漁協各支所から漁に出る予定です。

　５月 9 日、輪島人権擁護委員協議会能登部会の７人が
小木小学校を訪れ、5、6 年生 26 人にサルビアの苗 100
株とプランター 30 個を贈りました。
　花の育成を通じ、命を大切にする気持ちや、周りの人
と協力することの大切さを児童に学んでもらおうと行わ
れている「人権の花」運動の一環です。
　児童を代表し山田薫君が苗を受け取り、上見衣織さん
が感謝の言葉を述べました。

手を思いやる気持ちを育む相

たに25人の実習が始まる新

　県が地域活性化につなげる食品を認定する『未来に
つなげる「能登」の一品』に、町内から選ばれた「町
産ブルーベリー」など３品の生産農家ら 5 人が 4 月 25
日、役場能都庁舎で町長に認定を報告しました。
　他に選ばれたのは、当目地区の小アジを発酵させた

「当目のなれずし」と地元産の「当目の米」。やなぎだ
ブルーベリー生産組合の堂坂昇組合長は「大粒と無農
薬にこだわった農家の努力が実った」と話しました。

 生産農家ら町長に報告

登」の一品に認定「能

サルビアの苗を児童みんなで丁寧に植えました
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25 人の新たな実習生の 3 年間が始まります 今年の出来栄えを審査する鑑定官

　秋吉地区の菜の花が満開となり、4 月 23 日
には、秋吉公民館で松波こども園の年長組と年
中組の園児 21 人を招いて菜の花畑を楽しむ催
しが開かれました。訪れた園児たちは、花の間
の迷路を元気いっぱいに駆け回り、楽しそうに
歓声を上げていました。菜の花畑の散策のあと
は、秋吉公民館紙芝居部会のみなさんによるア
マメハギの紙芝居が披露されました。紙芝居を
集中して聞いていた園児たちの背後から忍び寄

るアマメハギの登場に、思わず泣き出してし
まうほど園児たちはびっくりしていました。
　秋吉の菜の花畑は、平成 24 年に耕作放棄
地だった土地を有効活用するため、1.5㌶の農
地に種まきを行ったのが始まりです。畑の栽
培面積を年々を広げ、7 年目を迎えた今年は、
約 3.9㌶までになりました。
　満開の時期は、多くの人が訪れる場所になっ
ています。

交通安全運動の決意を述べる新平会長

春の全国交通安全運動出発式

　5 月 9 日、役場能都庁舎で 5 月 11 日から 20 日にか
けて展開される「春の全国交通安全運動」の出発式が
行われ、交通安全協会、交通推進隊や安全運転管理者
協議会など、約 40 人が参加しました。
　式では、新平悠紀夫町交通安全協会長が「事故のな
い地域づくりのため、みなさんのご協力をお願いしま
す」と呼びかけ、関係団体が連携し、安全・安心な町
となるよう決意を述べました。

安

生産品が「『能登』の一品」に選ばれ喜びを語る地元農家ら

丹

ア
マ
メ
ハ
ギ
の
登
場
に
驚
く
園
児
た
ち

黄

全・安心な町を目指して

地

商品を手に笑顔を
見せる関係者
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ニ
ュ
ー
ス

長
年
の
地
域
振
興
に
感
謝

　

町
会
区
長
会
永
年
在
職
者
表
彰

展示された作品に目を細める府玻さん（右）

ニ
ュ
ー
ス

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
染
の
法
被

金
沢
城
・
五
十
間
長
屋
で
展
示

お
知
ら
せ

「
特
設
人
権
相
談
所
」開
設
！

INFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

（左から）下野副町長、室谷さん、持木町長

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
に
は
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

　

町
出
身
の
染
色
作
家
・
府
玻
杏あ

ん
ずさ

ん
が
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
で
染
め
た
法
被
の
作
品
は
5
月

3
日
、
金
沢
城
公
園
の
五
十
間
長
屋
で
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
果
樹
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
て
、
過
去
に
制
作
し
た
祭

り
の
法
被
も
一
緒
に
並
べ
ま
し
た
。

　

染
料
は
、
町
内
の
「
ひ
ら
み
ゆ
き
農
園
」

が
、
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
と
協

力
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。「
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
日
本　

国
交
１
５
０
周
年
記
念
事

業
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
出
身
の
ウ
ェ

ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
辻
野
実
さ
ん
が
、こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
指
揮
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
の
展
示
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

室
谷
賢
一
さ
ん
に
叙
勲
伝
達

　

4
月
19
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
室
谷
賢
一

さ
ん
＝
宇
出
津
＝
に
旭
日
単
光
章
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
室
谷
さ
ん
は
平
成
4
年
3
月
か

ら
能
都
町
議
会
議
員
を
務
め
、
平
成
17
年
3

月
の
町
村
合
併
以
降
も
引
き
続
き
能
登
町
議

会
議
員
と
し
て
、
通
算
4
期
13
年
8
カ
月
の

長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け

室
谷
さ
ん
は
「
大
変
名
誉
な
こ
と
で
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

▽
在
職
15
年

坂
上
信
彦
（
三
田
区
長
）
辻
口
重
秋
（
矢
波

区
長
）
山
本
登
一
（
猪
平
区
長
）

▽
在
職
10
年　

三
田
勝
之
（
小
浦
区
長
）
大

島
憲
明
（
横
町
町
会
長
）
中
谷
竹
本
（
元 

国
光
区
長
）
芦
田
正
良
（
元 

中
斉
区
長
）

▽
在
職
5
年　

上
野
峰
喜
（
桜
町
町
会
長
）

牛
島
渉
（
城
野
町
町
会
長
）
長
平
久
栄
（
梅

ノ
木
町
会
長
）
山
岸
一
郎
（
曽
又
区
長
）
福

田
政
男
（
重
年
区
長
）
森
下
博
（
宮
犬
町
内

会
長
）
中
町
英
章
（
十
八
束
町
内
会
長
）

ニ
ュ
ー
ス

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」を
見
か
け
た
ら
、

　

援
助
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

お
知
ら
せ
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ニ
ュ
ー
ス

「
い
～
じ
～
大
波
小
波
」

　
　

金
沢
21
美
で
出
版
記
念
祭

　

町
ゆ
か
り
の
写
真
家
・
乃の

は

ぎ
波
木
さ
ん
に
よ

る
小
説
「
い
～
じ
～
大
波
小
波
」
の
出
版
記

念
祭
が
4
月
12
日
、
金
沢
市
の
21
世
紀
美
術

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

小
説
は
、
乃
波
木
さ
ん
が
12
歳
の
夏
、

兵
庫
県
芦
屋
市
か
ら
旧
柳
田
村
に
母
の
中な
か

十と

な

み
七
波
さ
ん
と
移
り
住
ん
だ
実
話
を
描
い
た

小説について語る乃波木さん（左）

永年在職者表彰を受けた皆さん

て
い
ま
す
。
町
で
は
次
の
と
お
り
地
域
の
人

権
擁
護
委
員
が
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
身

近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

６
月
３
日
㊊　

10
時
～
正
午

能
都
地
区　

能
都
庁
舎　

1
階
１
０
１
会
議
室

柳
田
地
区　

笹
ゆ
り
荘　

1
階

内
浦
地
区　

内
浦
庁
舎　

2
階
会
議
室

　
　
　
　
　

問
住
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

　

能
登
町
町
会
区
長
会
連
合
会
の
永
年
在
職

者
表
彰
式
が
5
月
7
日
、
国
民
宿
舎
能
登
や

な
ぎ
だ
荘
で
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
町

会
長
・
区
長
を
務
め
た
14
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

持
木
町
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
の

総
括
者
と
し
て
、
地
域
振
興
に
貢
献
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
る
」
と
受
賞
者
に
言
葉
を
か

け
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
協

力
し
て
進
め
て
い
く
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　

法
務
省
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年

6
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
事
を
記
念
し
て
毎

年
こ
の
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
し

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
役
場
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

現
在
申
請
で
き
る
の
は
、
平
成
３
０
年
度

分
（
平
成
３
０
年
7
月
分
～
令
和
元
年
6
月

分
）
で
す
。
令
和
元
年
度
分
（
令
和
元
年
7

月
分
～
２
年
6
月
分
）
は
令
和
元
年
7
月
1

日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

受
付
窓
口　

能
都
庁
舎
住
民
課
お
よ
び

　
　
　
　
　

各
庁
舎
窓
口
、
各
支
所
、

必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
・
認
印
・
失
業
を

　
　
　
　
　
　

理
由
と
す
る
場
合
は
離
職
票

　
　
　
　
　
　

や
船
員
手
帳

　
　

問
住
民
課
年
金
係
☎
（
62
）
８
５
０
０

　
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
は
、
外
見
か
ら
は
分

か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
方
々
が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助

を
得
や
す
く
な
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク

で
す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
方
を

見
か
け
た
場
合
は
、
電
車
や
バ
ス
内
で
席
を

譲
る
な
ど
、
援
助
や
配
慮
、
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
県
や
市
町
の
窓
口
等
で

無
料
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い

　
　
　
　

る
方
、
内
部
障
害
や
難
病
の
方
、

　
　
　
　

妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、
援
助
や
配

　
　
　
　

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方

・
お
ひ
と
り
に
つ
き
１
個
交
付
し
ま
す
。

も
の
。
題
名
は
、
親
子
の
名
前
に
ち
な
ん
だ

大
波
小
波
と
、石
川
県
の
方
言「
い
い
じ
」（
い

い
ね
）、
英
語
の
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
気
楽
な
）
か

ら
付
け
て
い
ま
す
。

　

白し
ら
は羽

弥み
つ
ひ
と仁

映
画
監
督
ら
と
の
対
談
で
乃
波

木
さ
ん
は
、「
柳
田
村
で
の
2
年
半
が
な
ぜ

あ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
の
か
、
謎
解
き
も
兼

ね
て
小
説
を
書
い
た
。
い
つ
か
映
画
に
し
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

・
申
請
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

・
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
健
康
保
険
証
、
障
害
者
手
帳
、
特

定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
、
母
子

健
康
手
帳
な
ど
）

配
布
場
所　

内
浦
庁
舎
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　

お
よ
び
各
庁
舎
窓
口
、
各
支
所

　
　
　
　
　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

問
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
72
）
２
５
０
３

　
　
　

問
県
障
害
保
健
福
祉
課 

　
　
　
　

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
４
２
６

ヘルプマーク

10
月
か
ら
飲
食
店
な
ど
に
対
す
る

消
火
器
設
置
基
準
が
強
化
さ
れ
ま
す

お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
12
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
糸
魚

川
市
大
規
模
火
災
を
受
け
、
消
防
法
令
が
改

正
さ
れ
、
火
を
使
用
す
る
設
備
や
器
具
を
用

い
る
飲
食
店
な
ど
に
は
、
令
和
元
年
10
月
1

日
か
ら
消
火
器
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

能
登
消
防
署
で
は
飲
食
店
な
ど
に
実
態
把

握
を
す
る
た
め
、
お
店
へ
出
向
き
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
消
防
職
員
を
名
乗
り
、
不
適
正
取
引
事
案

（
高
額
販
売
）
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
消
防

職
員
は
消
火
器
の
販
売
や
、
点
検
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

問
能
登
消
防
署　

☎
（
76
）
０
０
８
５

お
知
ら
せ

２
０
１
９
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

工業統計
キャラクター
　コウちゃん

　

こ
の
統
計
調
査
は
、
国
内
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
従

業
者
4
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
、
２
０
１
９
年
6
月
1
日
時
点
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
員
が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
業
者
の
方

は
調
査
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
企
画
財
政
課
☎
（
62
）
８
５
０
３
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続☆星のささやき

★フリー観望会
　予約不要の天体観望会です。大きな望遠鏡で春の星々や木星を楽しみましょう !

　日　時　①「春の星座と満天の星」　　　　　　　参加費　高校生以上 300 円、小中学生 200 円
　　　　　　6 月 1 日㊏　　　　　　　　　　　　　　　　   幼児無料
　　　　　　20:00 ～ 22:00( 時間内自由参加）　　　その他　 雨天曇天時はプラネタリウムで実施
　　　　　②「木星と天の川」
　　　　　　6 月 29 日㊏
　　　　　　20:00 ～ 22:00( 時間内自由参加） 問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

～　木星　～ 満天星へのお誘い

　今月のおすすめの星は「木星」です。他の星よりひときわ明るく輝いているのですぐ
に「これが木星だ！」とわかると思います。6 月中は、夜 8 時頃に東の空からのぼって
きて、南の空の低いところを通り、明け方に西の空へ沈んでいきます。今年は近くに
さそり座の赤い 1 等星「アンタレス」が輝いているので、2 つの星の明るさや色の違い
を楽しめます。

　木星は太陽系で一番大きな惑星で直径は地球の約
11 倍。望遠鏡では表面のしま模様が見られます。木
星の周りを回る衛星はこれまでに 70 個以上発見され
ています。中でも大きな 4 つの衛星を「ガリレオ衛星」
と呼びます。ガリレオ衛星も望遠鏡で見られます。見る時間によってそれ
ぞれの衛星の位置が変わるので何度見てもおもしろいものです。時には衛
星が木星の後ろに隠れていて見えないこともあります。
　梅雨に入りすっきり晴れる日は少ないかもしれませんが、その分、星を
見られた時の嬉しさは大きいはず。晴れた夜には木星を探してみてください。

　公平委員　⻆弘子さん（鵜川）【再任】
　固定資産評価審査委員　小坂智さん（松波）【新任】
　教育委員　上結謙一郎さん（宇出津）　【新任】
　任期は、公平委員と教育委員が 4 年間、固定資産評価審査

委員が 3年間です。

公平委員会委員、固定資産評価審査委員会委員、教育委員会委員に辞令を交付

（左から、上結さん、小坂さん、持木町長、⻆さん）

満天星で撮影した木星
(2016 年 3 月 16 日撮影）

木星と衛星の様子
（2019 年 6 月 15 日 21 時）

　4月26日、役場能都庁舎で辞令交付式が行われ、次のとお

り辞令が交付されました。

　6 月でも
　熱中症に
　　　ご注意！

　熱中症の発生は 7～ 8月がピークですが、6月でも暑い日は要注意です。
　みんなで声をかけあって、熱中症を予防しましょう。

　予防のポイント　
　　①飲み物を持ち歩く　　②温度に気を配る 
　　③適度に休息をとる　　④食事を十分にとる

あなたの住宅の耐震化を支援

自分の居宅の状態を
知りたい方は

簡易耐震診断をお勧めします。町から耐震診断

士に診断を依頼します。

簡易耐震診断
　耐震性に不安のある在来木造住宅を対象とし

て、図面や現場の写真を基に行う簡易な診断で

す。一般社団法人石川県建築士事務所協会に登

録している耐震診断士が、申請に基づき基本無

料で診断を行います。希望者には耐震診断士が

現地調査を実施します。

プラン 摘要 料金

基本プラン 図面・写真あり 無料

現地調査
実施プラン

図面なし、ある
いは現地調査を
希望する場合

5,000 円

耐震改修をしたい方は
耐震診断及び耐震改修工事に対する補助制度があります。リ
フォーム工事で行う耐震補強分も対象になります。所有者が
耐震診断士及び施工業者に直接依頼します。

段階的耐震改修工事
　工事費用や生活スタイル等の理由により、一度に耐震改修
工事を行うことができない住宅について、二度に分けて耐震
改修工事を行うもので、二段階目の工事が完了した時点で住
宅の耐震化を目指します。
（階別型：階ごとに耐震改修を行う方法、評点型：評点を段階
的に上げていく方法）

耐震診断 通常
耐震改修 段階的耐震改修

補助率 3/4
限度額
9 万円

限度額
150 万円 第 1 段階

(限度額100万円)
第 2 段階
(限度額50万円)

住 宅 全 体
の 上 部 構
造 評 点 を
1.0 以 上 と
する

階
別
型

２階建て住宅の
１階部分の上部
構 造 評 点 を 1.0
以上とする

住宅全体の上部
構造評点を 1.0
以上とする

評
点
型

住宅全体の上部
構 造 評 点 を 0.7
以上とする

住宅全体の上部
構造評点を 1.0
以上とする

第 1 段階の耐震改修工事の補助申請を行う際、第 2 段階の設計が必
要になります。第 2 段階の耐震改修工事実施時期の期限はありませ
んが、計画的に耐震化を目指してください。

補助限度額と要件

制度についての詳細は、お気軽にお問い合わせ
ください。　　　　　　　　問建設課☎ 76-8304

条件
・能登町内に所有し、居住している一戸建ての木造住宅
・昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築されたもの
・2 階建て以下で地階のないもの

・町税の滞納がないこと

　町では、地震に強い安全・安心なまちづくり
に向けて、住宅の耐震診断や耐震補強工事の費
用の一部を補助しています。

「住まいの耐震化相談会」
　　　　　を開催します！

日時　6 月 20 日㊍　9:30 ～ 11:30
場所　能都庁舎 1 階 101 会議室

　いつ起こるかわからない地震。みなさんの
お住まいは耐震化されていますか？昭和５６
年以前に建てられたお住まいの耐震化を考え
ている方向けに無料相談会を開催します。耐
震化や補助制度について詳しくご説明します
ので、お気軽にご参加ください。
　　　　　　　　　　　問建設課☎ 76-8304

参加無料！

簡易耐震診断プラン



　

　

が
行
わ
れ
、
能
登
消
防
署
の
救
助
隊
員
20
名

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
6
月
4
日
に
開
催
さ
れ
る
県
消

防
救
助
技
術
訓
練
大
会
に
奥
能
登
広
域
圏
事

務
組
合
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

選
考
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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募
集

町
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
期
間
…
6
月
17
日
㊊
ま
で

■
対
象
住
宅

城
野
住
宅　

宇
出
津
山
分
5
字
26
番
地

・
24
号
棟
68
号
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
5
，９
０
０
円
～
２
3
，７
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，６
０
０
円
）

桜
木
住
宅
　
鵜
川
30
字
1
番
地

・
１
号
棟
１
１
１
号
、２
Ｄ
Ｋ（
※
事
故
住
宅
）

家
賃  

月
額
１
５
，7
０
０
円
～
２
３
，３
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，０
０
０
円
）

・
１
号
棟
１
３
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，２
０
０
円
～
２
８
，６
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
４
，２
０
０
円
）

・
２
号
棟
２
２
１
号
、２
Ｄ
Ｋ（
※
事
故
住
宅
）

家
賃  

月
額
１
５
，7
０
０
円
～
２
３
，４
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，2
０
０
円
）

・
２
号
棟
２
３
２
号
、
２
３
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，３
０
０
円
～
２
８
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
４
，４
０
０
円
）

新
港
住
宅　

宇
出
津
新
港
１
丁
目
49
番
地

・
１
号
棟
２
０
１
号
、
２
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
５
，０
０
０
円
～
２
２
，３
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
４
，４
０
０
円
）

・
１
号
棟
２
０
３
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
２
０
，８
０
０
円
～
３
０
，９
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
７
，８
０
０
円
）

九
十
九
団
地　

小
木
3
丁
目
8
番
地

・
３
―
３
号
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
3
，8
０
０
円
～
２
0
，6
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
１
，９
０
０
円
）

姫
団
地　

姫
3
丁
目
36
番
地

・
1
号
棟
１
０
７
号
、
２
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
2
５
，０
０
０
円

・
1
号
棟
３
０
２
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
３
５
，０
０
０
円

鵜
川
駅
前
団
地　

七
見
い
字
２
番
地
８

・
1
号
棟
１
０
２
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
４
５
，０
０
０
円

た
な
ぎ
団
地　

宇
出
津
イ
字
９
番
地
１

・
1
号
棟
３
０
２
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
５
３
，０
０
０
円

わ
す
み
団
地　

上
町
ほ
字
27
番
地

・
7
号
棟
1
番
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  
月
額
３
５
，０
０
０
円

※
家
賃
は
所
得
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

姫
・
鵜
川
駅
前
・
た
な
ぎ
・
わ
す
み
…
１
５
８
，

０
０
０
円
以
上

⑤
入
居
者
全
員
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
単
身
よ
り
も
複
数
人
の
世
帯
を
優
先

裁
量
世
帯
…
「
身
体
1
級
～
4
級
、
精
神
1

級
～
3
級
、
知
的
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
認
定
さ
れ

た
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
」「
申
し
込
み
者

が
60
歳
以
上
で
、
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も

が
60
歳
以
上
、
ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世

帯
」「
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

事
故
住
宅
…
住
戸
内
等
に
お
い
て
人
身
事
故

の
発
生
し
た
住
宅
や
、
孤
独
死
で
発
見
が
遅

れ
た
等
の
住
宅
で
す
。
入
居
さ
れ
る
ま
で
に

は
補
修
を
行
い
、
使
用
に
お
い
て
は
他
の
住

宅
と
何
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
の
原

因
等
に
つ
い
て
は
記
載
以
外
の
こ
と
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
居
後
、
事
故
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
他
の
住
宅
へ
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
充
分
ご
理
解
の

上
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

問
建
設
課
☎
（
76
）
８
３
０
４
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ニ
ュ
ー
ス

県
消
防
救
助
技
術
訓
練
大
会

　
　
　
　
　
　
　

選
考
会
結
果

　

5
月
13
日
、
消
防
本
部
（
輪
島
市
）
で
、

石
川
県
消
防
救
助
技
術
訓
練
大
会
の
選
考
会

訓練大会選考会に出場した救助隊員

▽
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
の
部
②
水
元
佑
哉

▽
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
の
部
①
能
登
Ａ
（
垣

内
卓
史
・
曽
良
歩
夢
）、②
能
登
Ｂ（
山
崎
拓
斗
、

中
谷
槙
佑
）
▽
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
の
部

①
能
登
Ａ
（
川
本
康
太
・
水
元
佑
哉
・
政
田

龍
平
・
藤
井
湧
都
）
▽
ほ
ふ
く
救
出
の
部
②

能
登
Ａ
（
須
磨
翔
太
郎
・
木
本
仁
・
曽
良
順
平
）

▽
は
し
ご
登
は
ん
の
部
③
東
手
雄
太

のと九十九湾観光交流センター　安全祈願祭・起工式
愛称が「イカの駅   つくモール」に決定！

　

4
月
25
日
、
の
と
九
十
九
湾

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
安
全
祈

願
祭
と
起
工
式
が
建
設
予
定
地

（
越
坂
）
で
行
わ
れ
、
関
係
者

ら
約
50
人
が
、
工
事
の
安
全
を

祈
り
、
着
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　

整
備
さ
れ
る
施
設
は
、
木
造

平
屋
建
て
で
、
延
床
面
積
は

９
２
６
・
７
２
平
方
㍍
。
施
設

に
は
観
光
案
内
所
、
イ
カ
漁
展

示
、
地
元
物
産
品
の
紹
介
・
販

売
ス
ペ
ー
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
が
入
り
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

施
設
、
遊
覧
船
施
設
を
併
設
す

る
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
複

合
施
設
で
す
。

　

起
工
式
で
は
、
昨
年
12
月
よ

り
公
募
し
て
い
た
施
設
の
愛
称

の
発
表
と
命
名
者
へ
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
称
は
県
内
外
か
ら
５
４
２

件
が
寄
せ
ら
れ
、こ
の
中
か
ら
、

最
優
秀
1
点
、
優
秀
賞
2
点
、

佳
作
6
点
が
選
考
委
員
会
で
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の

は
、
和
嶋
菜
々
子
さ
ん
（
小
木

中
学
校
2
年
生
）が
考
案
し
た
、

「
イ
カ
の
駅  

つ
く
モ
ー
ル
」

で
す
。

　
「
つ
く
モ
ー
ル
」
の
モ
ー
ル

に
は
、「
散
歩
道
」
や
「
商
店
街
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
町

内
外
か
ら
よ
り
多
く
の
人
が
気

軽
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る

場
所
に
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て

九
十
九
湾
の
観
光
情
報
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
期
待
し
て
、
新

施
設
の
愛
称
と
し
て
採
用
を
決

定
し
ま
し
た
。

　入選者は次のとおり。（敬称略）

　最優秀賞　和嶋菜々子（小木中）

　優秀賞　　谷内恵子（小木）

　　　　　　青山祐也（能登高）

　佳　作　　神田幸夫（内浦長尾）

　　　　　　水元陽菜（能登高）

　　　　　　稲実聖奈乃（松波中）

　　　　　　井口龍輝（松波小）

　　　　　　角谷友梧（能登高）

　　　　　　新出太一（宇出津小）

　※（　）内の学校名は応募時に

　　在籍した学校名。

たくさんのご応募
　　　ありがとうございました。

愛称を命名した和嶋さん

工
事
関
係
者
ら
が
参
列

工
事
の
安
全
を
祈
り

く
わ
入
れ
を
す
る
持
木
町
長

消防団応援の店
登録店募集

　消防団員は、普段仕事を持ちながら、災害時に出動し、地域
の安全・安心のために日夜活動しています。地域のために頑張っ
ている消防団員を、あなたのお店で応援していただけませんか？

登録のメリット　地域貢献によるお店や事業所のイメージアップ、ホーム

　　　　　　　ページ掲載で PR 効果大、消防団員の集客効果、新規

　　　　　　　顧客やリピーターを獲得

期待される効果　消防団への入団促進、地域防災力の向上、住民の安全・

　　　　　　　安心の確保、地域経済の活性化

　登録をしていただける店舗の方は、「消防団応援の店認定申請書」に必
要事項を記載のうえ、能登消防署または役場総務課に提出してください。

問能登消防署☎ 76-0085　役場総務課☎ 62-8513

　能登町消防団応援の店とは？

　消防団員を支援するために、お店や事

業所を「消防団応援の店」に登録していた

だき、消防団員やその家族に対し、割引

や優遇措置を提供していただくものです。

登録店は、町内店舗などに限ります。

■
入
居
可
能
日
…
７
月
１
日
㊊

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
所
得
月
額
が
次
の
基
準
内

城
野
・
桜
木
・
新
港
・
九
十
九
…
１
５
８
，０
０
０

円
（
裁
量
世
帯
２
５
９
，０
０
０
円
）
以
下

桜木住宅

たなぎ団地


